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「 法 定 合 併 協 議 会 」 参 加 へ

こ
の
た
び
の
「
合
併
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
い

へ
ん
短
い
期
間
の
中
で
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
９２
％
と
い
う
高
い
回

収
率
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
住
民
懇

談
会
に
は
８
１
５
人
と
い
う
大
勢
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
区
長
さ
ん
は
じ
め
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
自
立
す
る
」

４４
・
０
％
に
対
し
、「
佐
久
市
と
合
併

す
る
」
４０
・
１
％
と
非
常
に
き
っ
抗

し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

１１
月
２１
日
、
竹
花
健
太
郎
町
長
は
、

町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、「
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
合
併
も
自
立
も

過
半
数
に
な
ら
ず
き
っ
抗
し
て
い
る
。

町
の
方
向
を
判
断
す
る
に
大
変
難
し

い
結
果
と
な
っ
た
が
、
若
い
世
代
で

合
併
希
望
が
多
い
こ
と
や
、
将
来
の

財
政
状
況
な
ど
を
多
角
的
に
分
析
し
、

合
併
の
道
を
選
択
し
た
い
。
今
後
、

佐
久
市
・
臼
田
町
・
浅
科
村
で
設
置

さ
れ
る
法
定
合
併
協
議
会
へ
参
加
し

て
、
子
ど
も
や
、
孫
た
ち
の
将
来
を

考
え
て
、
ま
た
、『
望
月
』
の
特
性
を

絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
な

こ
と
は
き
ち
ん
と
主
張
し
、
合
併
に

向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
き
た

い
。」と
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
議
会
合
併
問
題
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
町
長
の
方
針

を
支
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
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◇属性別分析�

男　性�

女　性�

16～19歳�

20～29歳�

30～39歳�

40～49歳�

50～59歳�

60～69歳�

70歳以上�

印　内�

望　月�

布　施�

協　和�

春　日�

茂田井�

市町村合併に関する住民アンケート調査結果�

対象者数�
回収数�
有効数�
無効数�
回収率�
有効回収率�

９，０９２人�
８，３６４人�
８，３５９人�
５人�
９２．０％�
９１．９％�

合併しないで�
望月町のままでよい�

44.0％�佐久市と�
合併するのがよい�

わからない�

40.1％�

14.8％�

44.9％�

43.5％�

43.1％�

45.3％�

44.1％�

45.0％�

48.8％�

41.4％�

43.9％�

41.3％�

41.5％�

34.1％�

49.6％�

37.5％�

38.1％�

42.5％�

38.2％�

34.4％�

45.3％�

42.5％�

43.6％�

45.8％�

42.9％�

31.6％�

44.8％�

39.4％�

43.4％�

34.5％�

44.2％�

49.3％�

12.0％�0.6％�

17.6％� 0.7％�

22.1％� 0.4％�

16.8％� 0.4％�

18.6％� 0.8％�

10.7％�0.4％�

9.5％�0.6％�

11.2％�0.9％�

18.7％� 0.9％�

13.8％�0.0％�

15.9％� 0.8％�

14.0％� 1.3％�

15.3％� 0.6％�

13.8％� 0.5％�

16.2％� 0.4％�

無回答�1.1％�

【性別】�

【年齢別】�

【居住別】�

合併しない� 佐久市と合併�わからない�無回答�

▲住民懇談会（望月地域コミュニティセンター）
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【新たな望月の発展のために】
アンケートは、町の方向性を判断するに当たって大変難しい結果となりましたが、私は、あえて合併の方向

を選択し、協議会へ参加することを決意しました。

その理由は、私たちの「今」ではなく、子どもや孫たちの「将来」を見つめ、今後のまちのあり方を考える

べきであり、合併はそのための手段の一つであると考えるに至ったからです。

１１月に、今後の地方自治制度のあり方について、国の地方制度調査会から最終答申が出されました。これ

には、県が自主的な合併を進める対象となる小規模な市町村の人口の目安を１万人未満とすると明記されてお

り、そのための新たな法律を制定するとされています。

少子高齢化は、当町にとっても深刻な問題となっています。町の人口は近年中に１万人を割ることは確実で

あると見込まれます。また、これまで望月町は、過疎であることにより国から手厚い財政支援を受けてきまし

た。しかし、国の財政状況が厳しく、市町村の規模等に対応して行われてきた各種の財政措置の見直しが確実

視されており、町の歳入のうち約４５％を地方交付税に頼っている脆弱な財政基盤である当町にとっては、大

変な危機が訪れようとしています。

このままではこれまでのような行財政基盤を維持できなくなり、住民福祉の向上を図るという基本的役割を

担うことが困難となることが予想されます。

住民懇談会の資料には、自立の場合の赤字解消策を記載しましたが、これらに取り組めば、当面の財政赤字

は解消されるかも知れません。しかしながら、その先に明るい将来があるのでしょうか。

私は、このたびの調査結果を見て、これほど多くの皆さんがこの望月町を想い愛してくださっていることを

再認識するとともに、深く感動を覚えました。また、愛しているからこそ「合併」して更なる発展を目指すと

いう皆さんも多くいることを知り、勇気づけられました。私も思いは同じです。これまで先輩方が築いてこら

れた歴史・文化・伝統、そしてすばらしい自然環境。これらの「望月」の特性を絶やすことがあってはならな

いと考えます。

今後は、佐久市、臼田町、浅科村の協議会に参加するための手続きを進めていきますが、必要なことはきち

んと主張していく覚悟で取り組んでまいります。当面、自立でしのぎ、立ち行かなくなったら合併するという

のでは、そういった主張はしにくくなるでしょう。

これからも、新たな望月の発展のために、町民の皆様と共通した認識のもとに取り組んでいけるよう、こう

した結論に至った経緯を明らかにするための説明会の開催や今後の町づくりに向けて懇談会も開催していきた

いと考えております。町民の皆様のご理解と、さらなるご協力をお願いいたします。

望月町長　竹花健太郎
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◇年代別に分析してみると�

70歳以上�

16～69歳�

16～59歳�

16～49歳�

16～39歳�

16～29歳�

48.8％� 31.6％� 18.7％� 0.9％�

42.5％� 43.4％� 13.5％� 0.6％�

41.9％� 43.5％� 14.1％� 0.5％�

41％� 42.5％� 15.9％� 0.6％�

38.8％� 42％� 18.6％� 0.6％�

39.3％� 41.7％� 18.5％� 0.5％�

％�

合併しない� 佐久市と合併� わからない� 無回答�


